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第七次甲府市総合計画説明会 会議録（千代田・能泉・宮本地区） 

日  時 令和８年６月２４日（水）午後７時００分～午後８時１５分 

会  場 千代田小学校体育館 

参 加 者  ７９名（市長等及び関係職員含む） 

次 第 1 市長説明 

2 意見交換 

3 地区からの挨拶 

意見交換記録 

質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋口市長 

 

 

 

 

 

 

 

・北部地域の振興について 

わたしたち千代田、能泉、宮本地区は、昭和２９年に甲府市

と合併し、それから７０年以上が経過した。先人たちは何を思

い、どんな夢を描きながら合併を選択したのだろうか。地域の

発展と振興、そして安全・安心な生活、さらに安定的な行政サ

ービスの提供だろうか。甲府市では、総合的かつ計画的に行政

運営を進めるため、昭和４５年に「総合計画」を策定し、今般、

第七次となる新たな「総合計画」を策定された。計画策定に当

たり、第六次総合計画の検証をされたことと思うが、特に、北

部地域についてはどのように検証されたのかお聞きする。 

北部地域には、日本一の渓谷美を誇る昇仙峡があり、観光業

に携わる方々が多くいるが、限界集落となっているところもあ

り、豊かな自然とは裏腹に生活環境は厳しくなる一方である。 

 「総合計画」は、甲府市が目指す将来の姿とそれを実現する

目標を明らかにしたものと理解しているが、ある意味、そこに

生活する人たちに夢を見せるものだと考えている。ついては、

第七次の総合計画で、北部地域の私たちに、どのような夢を見

せていただけたのか伺う。 

 

本市の北部地域は、日本遺産「御嶽昇仙峡」をはじめ、豊か

な自然や連綿と続く歴史・文化、さらには甲府のおいしい水を

育む水源林などを有し、本市全体の価値を高める上で大変重要

な、魅力あふれる地域である。 

第六次総合計画の期間においては、このかけがえのない魅力

を守り、後世に引き継いでいくと同時に、地域の生活環境の向

上を図ることが必要であるとの考えのもと、千代田地区におい

て、県の土地改良事業により農道や水路、鳥獣害防止柵などを
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一体的に整備し、農業の生産性向上を図るとともに、千代田地

区の特産品であるクラフトビールの魅力を知っていただくた

め、ふるさと納税や甲府ブランド認定制度を活用した発信を行

うなど、地元の皆様との連携・協働を大切にする中で、地域の

活性化に努めてきた。 

加えて、雄大な自然を活かした新たなアクティビティの創出

や、官民連携による金峰山古道の整備、水源林の保全活動など、

地域の魅力向上や自然環境の保全に資する取組を積極的に推進

してきたことにより、令和７年度の昇仙峡エリアの観光入込客

数は４７万３千人となり、１０年前に比べ約７万人増加してい

るところである。 

これらの取組の成果を継承し、更に発展させていくため、第

七次総合計画においては、地域にお住まいの皆様がこれからも

安全・安心に暮らすことができるよう、災害時に備えた防災力

の強化や、避難所への空調設備の導入と併せて、渓谷沿いの橋

の補修や落石防止工事などにより、観光地の魅力の更なる磨き

上げを進めていく。 

また、北部地域の持つ高いポテンシャルをより一層発揮する

ため、信玄の湯 湯村温泉の再開発事業への支援を通じて相乗効

果を生み出すほか、先ほどのクラフトビールを好事例として地

域との連携の深化を図る中、昇仙峡の歴史や文化、自然を活か

したコンテンツの充実や、圏域市町と連携した「山のぼり・ま

ち歩きキャンペーン」による誘客促進などを一体的に推進して

いく。 

こうした取組により、地域固有の魅力を磨き上げていくとと

もに認知度の更なる向上を図り、ひいては黒平地域における野

猿谷のボルダリングを通じた民間団体との協働のように、地域

の可能性を広げる新たな「コラボレーション」の創出にもつな

げていきたいと考えている。 

今後においては、豊かな地域資源を有する北部地域と甲府駅

周辺、そして、近い将来、新山梨環状道路でつながるリニア駅

周辺という個性の異なる拠点をしっかりと連携させ、回遊性・

滞留性を向上させることにより、北部地域を観光・交流の拠点

として新たな人の流れを生み出し、市全域の活性化につなげて

いく。 

そして、人口減少という厳しい局面にあっても、皆様が地域
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まちづくり部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に誇りと愛着を持ち、誰もがそれぞれの幸せを実感しながら、

明るい未来へ向かって安心して暮らしていける、持続可能なま

ちづくりを全力で進めていく。 

 

・新山梨環状道路北部区間とのアクセス道路の整備について 

新山梨環状道路北部区間については、トンネルや橋梁などの

構造物が多く大規模事業になることから、早期整備に向けて 

有料道路方式を採用することとし、令和６年度に桜井インター

チェンジから塚原インターチェンジ間の事業化が決定したこと

は承知している。 

ついては、全線事業化も視野に入ってきたことから、塚原イ

ンターチェンジから県道天神平甲府線までのアクセス道路の整

備を今後どのように進められるのか伺う。 

また、千代田湖に向かう県道、具体的には、アクセス道路と

県道との交差点からＨＡＮＡＺＯＮＯホスピタルまでの間は、

道幅が狭い箇所があり、大型バスなどのすれ違いが困難な場合

がある。 

昇仙峡への移動性、利便性向上のためにも、県道の拡幅整備

について要望する。 

 

現在、山の手通りから緑が丘スポーツ公園を抜けて、県道天

神平甲府線までの塚原インターチェンジへのアクセス道路の整

備を、山梨県が進めているところである。 

塚原インターチェンジから県道天神平甲府線までのアクセス

道路の整備についても、県が整備をすることとなるが、県から

は、「国が整備する新山梨環状道路の、インターチェンジも含め

た設計内容が示された後に、測量・調査・設計等に着手するこ

とになる」と伺っている。 

また、アクセス道路と県道天神平甲府線の交差点からＨＡＮ

ＡＺＯＮＯホスピタルまでの天神平甲府線の拡幅整備について

は、県道のため、地域の皆様のご要望として、県にしっかりと

伝えていく。 

今後においても、アクセス道路を含む新山梨環状道路の整備

推進について、引き続き、国や県に働きかけるとともに、地域

の皆様への丁寧な説明を行うよう求めていく。 
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質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工務部長 

 

 

 

 

 

 

市民部長 

 

 

 

 

 

 

 

・生活に潤いのある環境の整備について 

地域内にある武田の杜には「健康の森」が整備され、市内の

方々などが、自然の中で日常のストレスから解放される貴重な

場となっている。同様に、荒川左岸にある平瀬浄水場の沈砂池

周辺には、沈砂池の整備に合わせて植えられた桜が、春先に地

域の方々の生活に癒しと彩りを与えている。しかし、残念なこ

とに、古木となり痛みが激しいため、傷んだ枝の伐採、整備を

お願いする。また、沈砂池から浄水場まで新たに桜を移植し、

潤いのある環境の整備をお願いする。 

さらに、上野地区にある先人たちが開拓した土地は、人の手

が入らなくなり林野に戻りつつある。先人たちの苦労を考える

と、林野にしてしまうのは非常に寂しいものがある。幸い、上

野地区には、戦前から残る古い民家をリノベーションした「古

民家 福」があり、定期的にワークショップやステージショー、

マルシェなどが開催され、賑わいが創出されている。私は、当

該施設の活動を地域と結び付けることで、地域の方々の生活に

潤いを与えることができるのではないかと考える。ついては、

「古民家 福」の活動を契機として地域を盛り上げるため、開拓

した土地の有効活用について行政のサポート、支援をお願いす

る。 

 

平瀬浄水場沈砂池周辺の桜については、昭和５０年代に施工

した浄水場第五期拡張事業と併せて植樹したものであり、現在

では傷んだ枝が見られることから、樹木の状況を確認する中で、

剪定等を行っていく。 

また、新たな桜の植樹については、今後、地元の皆様と協議

する中で、検討していく。 

 

 地域の活性化に向けての支援サポートについては、本市では、

多様な主体による協働のまちづくりを推進するため、協働支援

センターを拠点として、地域課題の解決に主体的に取り組む皆

様との意見交換を重ねながら、具体的な取組手法に関する助言

や、社会貢献活動に取り組む企業や学生ボランティア団体等と

地域の活動とのマッチングを図る「あつ活サポーター」など、

地域の実情に即した支援を実施している。 

また、本市地区担当職員などが地域に出向き、自治会役員の
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質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画部長 

 

 

 

 

方々をはじめとする市民の皆様と情報交換を行う中で、地域課

題の共有や解決に向けた意見交換を重ねている。 

ご要望いただいた地域の取組についても、意見交換を行う中、

協働支援センターのコーディネート機能などを活用しながら、

地域の皆様と地域課題を共有し、持続可能な地域づくりにつな

がるよう、努めていく。 

 

・学校教育について 

この地区は、高齢化が進んでいて、非常に子どもが貴重な人

材となっている。この小学校に在校をしている地元の子どもが

おらず、うちの子が来年度小学校に上がるが、多分、久々に地

元の小学生というところになる。 

その中で、ちょっと問題だったのが、妻が帯那出身で、千代

田小学校の児童だったが、中学校は北中学校か北西中学校とい

うところになる。この小学校自体が少人数制であり、中学校に

入学すると一気に多くの人との関わりを持つというところで、

結構障害があったみたいで、そこで不登校とか、一時期そうい

った感じになったらしい。 

そういったところを踏まえて、子どもたちをこの小学校には

入れたくないと妻が言っているが、私としては、非常に魅力が

ある、歴史の長い小学校だと思っている。 

そうした中で、地区外から来る児童の方が多いので、今後、

千代田小学校に入ったときに、どうしても保育園の絡みで下の

方に友達が多いということだったので、そちらの小学校と何か

交流できるような取組ができないかなと考えている。 

これは市の教育委員会とも話したが、そこら辺はちょっと何

とも言えないという答えで、難しいかなというふうに言われた

が、そういった形で多様性に対応していければ、もっと児童を

増やすということでも魅力が出てきて、もっと住みやすいまち

になるのかなと思うので、検討していただければと思う。 

 

現在、千代田小学校では、様々な特色ある取組をする中で、

２２名のお子様が通っておられるという話を伺っている。 

今お話をいただいた保育園などとの交流、縦の関係での交流

とか、様々な交流について考えられると思うので、そこは教育

委員会の方にもう一度、今いただいたお話をさせていただきな
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質問 

 

 

 

 

 

 

樋口市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 

 

 

 

 

 

 

がら、どういったことであればいい形になるのかというような

ところを、また改めて検討させていただきたい。 

 

・バスの運行について 

例年１２月から翌年３月まで、山梨交通のバスが一部運行休

止となっている。 

４か月間バスが上のほうに来ないので、観光のお客様も非常

に困っているため、一年を通してバスの運行をお願いしたいが、

市の考えを伺う。 

 

昇仙峡を運行する路線バスについては、冬の間、昇仙峡入口・

天神森から昇仙峡滝上までの区間が運休となり、本市としても

バス事業者と協議を重ねているが、冬場は利用者が大幅に減っ

てしまうという採算上の問題や、昨今の深刻な運転手不足とい

った課題があり、やむを得ず運休しているという報告を受けて

いる。 

こうした中、冬に昇仙峡を訪れる観光客の皆様への対応につ

いては、昇仙峡の事業者や市内宿泊施設の方々等のメンバーで

構成されている「昇仙峡地域活性化推進協議会」と課題を共有

するとともに、バス事業者には、様々な機会において、年間を

通じたバスの運行をお願いしていく。 

なお、本市では、能泉・宮本地区にお住まいの皆様が、お買

い物や通院など日々の生活に困ることがないよう、普通乗用車

による送迎サービスを用意しており、昨年度は延べ３３６名の

方にご利用いただいた。生活の足として、引き続き積極的にご

活用いただければ幸いである。 

今後も、市民の皆様や観光客の皆様にとって、より便利で使

いやすい交通環境づくりに努めていく。 

 

・通信環境などのインフラ整備について 

人口減少対策として移住定住施策が進められているが、当地

区では、生活基盤となるネットワークづくりなどの通信環境の

整備やインフラ整備、雨などが降ると必ず生じる県道・市道沿

いなどの倒木による通行止め、簡易水道の維持管理、耕作放棄

地の対応が整っておらず、移住希望者の選択にも影響すると考

える。 
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樋口市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画部長 

良質な水に恵まれ、自然の中でのんびりと暮らすには最適な

場所であり、移住定住者にとっても最低限の環境整備が必要で

あると考える。 

今後におけるこれらの環境整備について、市の考えを伺う。 

 

本市の北部地域は、日本遺産御嶽昇仙峡や信玄の湯湯村温泉

といった自然や歴史、また伝統芸能である黒平の能三番など文

化の豊かさにも恵まれ、様々な魅力があふれる重要な地域であ

る。 

こうした魅力のある地域の安心した生活を支えるためにも、

インフラの保全・整備は、非常に重要であると認識しており、

様々な取組を推進しているところである。 

こうした中、安全安心な道路環境を維持するため、森林環境

譲与税を活用した森林の適正な管理・保全を実施するとともに、

倒木などによる道路の通行止めについては、道路パトロールを

実施し、加えて、地元の皆様から倒木の危険がある箇所につい

て情報提供をいただき、樹木の所有者に対して伐採や剪定を促

すなど、山梨県とも連携する中で、速やかに対応をしていると

ころであり、引き続き、林道整備も含め、適切な道路管理に取

り組んでいく。 

また、耕作放棄地の解消や未然防止に向けては、新たな農業

従事者による有効活用を支援する補助制度や、鳥獣被害の発生

の防止対策を支援する補助制度など、農業を前提とした様々な

支援があるので、個別の相談をお願いする。 

加えて、生活に欠かせない飲料水については、昨年度に更新

した、簡易水道の基本計画に基づき、引き続き安全で安心な水

を安定的に供給するため、地元水道組合のご協力をいただく中

で、施設の維持管理に努めるとともに、突発的な不具合などに

迅速に対応できる体制を構築している。 

さらに、今年度は、草鹿沢町小規模水道に、遠隔通信で確認

が可能な水位計と水の透明度を計測する濁度計の設置を予定し

ており、組合の皆様の負担軽減にも努めていく。 

今後においても、地元の皆様が将来にわたって安心して生活

できるよう、引き続き取り組んでいく。 

 

ただいま、市長の方から、インフラ整備について回答させて
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質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機管理監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いただいたので、私からは、通信環境についてのご質問にお答

えさせていただく。 

生活基盤となるネットワークづくりなどの通信環境の整備に

ついては、事業者に確認をしたところ、通信速度が速い光回線

は、当地区においては、現在のところ整備される予定のないこ

とを確認しているが、一方で、近年の通信技術の向上により、

スマートフォンが通信可能なエリアでは４Ｇ回線を利用した通

信やサービスが利用でき、加えて、直近では人工衛星を経由す

る新しい通信サービスの提供も始まっているとのことなので、

こうしたサービスのご利用の検討をお願いする。 

 

・防犯カメラの設置について 

当地区では、３月の中旬頃、黒平町をはじめ高町、草鹿沢町、

御岳町、猪狩町と全地域の広範囲にわたり空き家被害にあった。

幸いにも人的被害の報告はないが、非常に危惧するところであ

る。 

また、昨年度御岳町自治会では、独自に山梨県警察防犯カメ

ラ設置促進事業補助金の交付を受け、防犯カメラ２基を設置し

た。しかしながら、各自治会の会員数も減り、主に高齢者が居

住する地区としては、防犯カメラを設置するにも費用負担が厳

しい状況である。行政間で調整協議し、要所に防犯カメラを設

置していただき、安全安心な生活環境を維持できればと考える

が、防犯に関して、市の考えを伺う。 

 

近年、全国的に空き家の空き巣被害が発生しており、峡南地

域や本市の山間部でも被害が確認され、現在、都道府県警察が

合同捜査本部を設置し捜査していることを確認している。 

本市が設置している防犯カメラは、ＪＲ甲府駅等、主要駅周

辺等に設置し、警察への映像の提供などを主たる目的としてい

るところであり、自治会など地域における防犯カメラの設置に

ついては、山梨県警の山梨県警察防犯カメラ設置促進事業補助

金のご案内及び補助金申請に係る支援を行っている。 

宮本地区においては、自治会の会員数が減少していることは

認識しているが、本市では、空き家など個人の財産は個人で管

理していただく中、地域の防犯活動の中でも防犯カメラの設置

については、近隣住民に対するプライバシーへの配慮など、地
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域の実情を踏まえながら取り組んでいただくことを市内共通の

基本的な考え方としているので、本市としての設置は難しいこ

とをご理解いただきたい。 

今後においては、こうした考えを前提としながらも、地域の

皆様の不安を少しでも払拭することができるよう、改めて警察

との連携、青色防犯パトロールカーの巡回警戒の強化や、各部

局において公務で当地域を通行する際の見回りを依頼するな

ど、複眼的な視点により犯罪の未然防止に取り組むとともに、

引き続き、地域の皆様のご意見を伺う中で共に考えさせていた

だき、皆様の安心した生活の確保につなげることができるよう

努めていくので、ご理解とご協力を賜りたい。 

 

無理という話だが、ここは甲府市の水源であり、いろんな観

光客も来るので、そういう面から、安全安心の確保のために防

犯カメラを設置してもいいのではないか。 

水源をもし荒らされた場合は、甲府市全体の問題になる。 

そういう点を考えれば、防犯カメラの設置も必要だと考える

が、いかがか。 

 

水源であるということももちろん承知をしながらだが、また

改めて地域の方々のお考えももう１回聞かせていただきなが

ら、できるところはさせていただければと思うので、改めてお

話をする機会を設けさせていただければと考えている。 

 

防犯カメラを設置したいと思うが、維持管理が非常に難しい。

特にスマートフォン、パソコンがないと防犯カメラの維持管理

ができないので、地区で設置しようと思っているが、設置でき

ないのが現状である。 

市としては、そのことについてどうお考えか。 

 

そういったところも踏まえながら、山梨県警察の補助制度を

利用する中で設置をしていくというところになるかと思う。 

その中で、防犯カメラの映像を見るための機械であるとか、

記録するための媒体であるとか、そういったところをもう一度

確認させていただきながら、その補助制度をまずは活用してい

ただくというところから始めていただければと考えている。そ
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樋口市長 

（まとめ） 

の手続きに関しては、私どもも相談に乗り、申請手続き等につ

いてもお手伝いさせていただければと考えている。 

 

本日は平日のこういった時間帯にもかかわらず、それぞれの

地区から連合会長はじめ多くの役員の皆様方に出席していただ

き、感謝申し上げる。 

第七次甲府市総合計画は最上位計画であるため、この下に、

例えば子育て支援計画、高齢者福祉計画といった様々な計画が

ぶら下がるので、それらをすべて説明すると非常に時間かかっ

てしまうため、本日は一番の指針となる部分と、今年度どうい

う事業をやるかということについて説明をさせていただいた。 

足りない部分があるかもしれないが、皆様方には機会がある

ごとにご説明させていただきたいと思う。 

加えて、各地区の課題・要望等もしっかり受け止めさせてい

ただいた。 

本当は、定期的にこういうことができればいいが、私どもも

皆様も忙しいということで、久しぶりにこういう機会を設けさ

せていただいた。本当に私もありがたいと思っている。 

いただいたご要望や課題については、皆様と同じような思い

で受け止めさせていただき、解決に向けて努力していく。 

甲府の、日本遺産であり、国立公園であり、まさに水がめで

あり、憩いの場所であり、ふるさとであるこの北部地域につい

ては、これからも皆様方の声をお聞かせいただきながら、しっ

かり取り組んでまいりたいと思うので、是非ともよろしくお願

い申し上げる。 

 

地区からの挨拶要旨 

千代田地区自

治会連合会会

長 

 市長、幹部職員の皆様は、６月議会が終了した、本当に気持

ちが一番休まる時期ではないかと思うこの時期に、当地域にお

いて、第七次甲府市総合計画の説明会を開催していただき、市

長自らの説明とともに、意見交換における地域の要望等につい

ても、ある程度前向きな回答、お答えをいただいたものもあっ

たかなと思っている。 

先ほどの市長の説明の中に、自身２度目の総合計画の策定と

いうお話があった。市長在任中に複数回、総合計画を策定する

のは非常にまれなことだと思う。 
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ぜひ、樋口市長におかれては、計画の先頭に立ち、計画を実

現する中で、幸せ実感、希望ある未来を創り続けるまち甲府を

創生していただきたいと思う。 

 

 


